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1. はじめに 

近年，交通事故発生件数は減少しつつあるが，事故類

型別交通事故件数に着目すると，人対車両の交通事故の

約 6 割が横断中に発生し¹⁾，特に高齢者に関する横断後

半部の事故の問題が指摘されている 2)．この解決策の一

つとして，二段階横断施設の設置が進められている．し

かし，本横断施設においても，施設前後のスペースを利

用した乱横断の可能性が示唆されている． 

そこで本研究では，現地調査で得られたデータに基づ

き，横断者の属性，OD や周囲の交通状況が二段階横断

施設における乱横断発生に与える影響を分析する． 

 

2. 調査の概要および対象地の交通特性 

本研究の調査対象は埼玉県春日部駅前にある二段階

横断施設とし，横断歩道付近の街路灯にビューポール 3⁾

を設置して，二段階横断施設及びその周辺の映像データ

を取得している(図-1)．調査日時および交通特性を表-1

に示す．なお，横断者数は双方向の横断者の合計である．

また，乱横断者は横断歩道を全く利用せず当該道路を横

断する，もしくは横断歩道を半分利用し横断する横断者

を計測している．対象となる横断歩道は駅が近いことも

あり，どの時間帯も歩行者及び自転車が多く，特に朝の

通勤通学の横断者が多い．また，送迎等のための自動車

の利用も多くみられ，横断歩道近くにバス停が設置され

ており，バスなどの大型車の通過が多い特徴を有する．  

取得した映像データについて，横断歩道周辺の歩道を

8 分割することで，歩行者及び自転車別にOD計測（図

-2）を行う．なお，横断者の経路に 3，7の両方が含まれ

る場合は，横断歩道を利用しているため，正規横断とし

て扱う．また，横断者が移動した距離[m]，横断者が通過

するタイミングを含む 5分間周囲の乱横断発生状況，さ

らには映像から利用者属性(学生，会社員，高齢者，その

他一般の横断者)を判断し，計測している． 

 

3. 乱横断実態に関する基礎分析 

時間帯別，OD 別，手段別に乱横断者の発生割合を求

めた結果を図-3，図-4に示す．図-3より，乱横断を行う

歩行者は，朝は 1→8に集中しており，昼は 8→4，夕方

は 1→5(6)が多い傾向にある．また，図-4 より，乱横断

を行う自転車は朝，夕は 8→1に集中し，昼は 8→4，8→1

と駅から発生する利用が多いことがわかる． 

 

図-1 春日部二段階横断施設    図-2 OD計測の区分 

 
表-1 調査日時および交通特性 

 
 

 
図-3 歩行者の各ODの乱横断割合 

 

 

図-4 自転車の各ODの乱横断割合 

(N=11) 

(N=25) 

図-1 春日部二段階横断施設 
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次に，乱横断者の属性に着目して，時間帯別，手段別

の乱横断発生割合及び全横断者の属性別割合の算出結果

を図-5，図-6に示す． 

 図-5より，乱横断を行う歩行者は，全体と比較すると，

会社員は昼，夕方に高くなる傾向がある．また，高齢者

は夕方に高くなる傾向がある．図-6より，乱横断を行う

自転車について，全体と比較すると，会社員の割合が朝，

夕方にやや高い傾向にある．また，学生は朝にやや高い

傾向がある．  

 

4. 乱横断発生モデルの構築 

本章では，横断者が正規横断，もしくは乱横断を行っ

たかを 0，1 で二値化した変数を目的変数とし，表-2 に

示す説明変数を用いてロジスティック回帰分析を行うこ

とで，横断者属性，周辺環境や OD，横断距離が横断者

の乱横断に与える影響を分析する．  

なお，本研究では，式(1)に示す線形式を仮定する． 

log(
𝑝𝑗

1−𝑝𝑗
)＝a＋𝑏1𝑥1＋𝑏2𝑥2＋‥‥   (1) 

ここで， 

𝑝𝑗：横断者が乱横断を行う確率， 

x：説明変数， a，b：パラメータ 

歩行者，自転車別の乱横断発生モデルのパラメータ推

定結果を表-3に示す． 

表-3より，歩行者及び自転車ともに，乱横断をするこ

とによる距離の短縮率が高いと乱横断が発生しやすくな

ることがわかる．また，乱横断を行う歩行者は横断歩道

をわたる前後の横断者が多いと減少し，乱横断を行う自

転車は会社員及び自転車に多いことがわかる． 

 

5. おわりに 

本研究では，駅前の二段階横断施設を対象として，乱

横断の発生要因について実証的に分析した．その結果，

手段によらず，移動距離をどれだけ短縮できるかが乱横

断の発生に最も影響し，歩行者の乱横断は周辺の横断者

の人数が多いと減少する傾向にあり，また，自転車の乱

横断は学生，会社員に多い傾向にあることがわかった． 

今後は異なる種類の二段階横断施設及び立地条件下

で調査を行い，乱横断の分析を行う． 

 

参考文献 

1) 警察庁交通局：平成 30 年中の交通事故の発生状況 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=data

list&toukei=00130002&tstat=000001027457&cycle=7&year=

20180&month=0 

2) ITARDA ホームページ： 

https://www.itarda.or.jp/ws/pdf/h28/19_01koureisyaoudan.pd

f 

3) ㈱道路計画ホームページ： 

https://www.kotsu-chosa.com/vp-site/vp-top.html 

 
図-5 歩行者の乱横断割合 

 

 
図-6 自転車の乱横断割合 

 
表-2 ロジスティック回帰分析の説明変数 

 
 

表-3 歩行者及び自転車の回帰モデル 

(*1%有意，**5%有意，***10%有意) 
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